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を加えた場合に ， 562 nm の光を約 2.5% とかなり高い効率で電気エネルギーに変換できることがわ
かった。
ハhU門i?
論文の審査結果の要旨
本論文は，酸化亜鉛等の半導体を一方の電極とし金属を対極として電解質溶液にたてた電気化学光電
池(湿式光電池)に対する色素増感の効果を系統的にくわしくしらべ，その機構を論じたものである。
これにより，色素増感効果は，電極面上に吸着された色素が，光励起により半導体電極へ電子注入を
行うことによっておこることを結論した。さらに光電流収率におよぼす還元剤・ pH ・化学エッチング
等の効果をくわしくしらベ，これらの効果が主として電極への色素の吸着量を左右することから生じ
ることを明らかにした。これらの知見をもとに，多孔質焼結電極を用いれば，大きい光電流収率をえ
ることを予測し，これを実現して，従来より飛躍的に大きい光電流を生じる電池系をつくることに成
功した。また色素増感光電池が光エネルギ一変換素子として有する特長的機能について独創的な解釈
を与えている。以上により本論文は学位論文として価値あるものと認める。
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